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中山間タイムズ1

東
大
Ｆ
Ｓ
事
業
の
現
地
活
動
が

八
月
中
旬
か
ら
、
魚
津
市
松
倉
地

域
、
砺
波
市
雄
神
地
域
で
始
ま
っ

た
。
こ
の
事
業
は
、
東
京
大
学
生

を
中
山
間
地
域
に
受
け
入
れ
て
地

域
活
性
化
策
を
導
き
出
す
も
の
で
、

地
域
が
主
催
し
、
県
や
市
町
村
の

協
力
の
も
と
、
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
学
生
が
提
言
し
た
地
域

活
性
化
策
等
は
、
行
政
や
地
域
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
地
域
課

題
の
解
決
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
。

砺
波
市
雄
神
地
域
で
は
、
東
京
大
学

の
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
、
男
性
二

名
女
性
二
名
の
四
名
が
参
加
。
「
地
域

観
光
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
住
民

の
案
内
で
急
な
山
道
を
含
む
コ
ー
ス
や

地
域
内
の
史
跡
、
歴
史
的
建
造
物
の
視

察
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
富
山
に
は
初
め

て
来
た
が
、
こ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
資

源
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
こ
の
魅
力
を
地

域
外
の
人
た
ち
に
伝
え
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
の
後
、
学
生
た
ち
は
地
域
Ｍ
Ａ
Ｐ

の
作
成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
効
果
的
な
発
信

法
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
く
予
定
。

同
地
区
の
杉
森
貢
自
治
振
興
会
会
長

も
「
こ
の
事
業
が
、
雄
神
に
人
を
呼
び

込
む
起
爆
剤
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

魚
津
市
の
松
倉
地
域
で
は
「
越
中
最
大
の
松
倉
城
跡
を
中
心

と
し
た
歴
史
的
文
化
的
価
値
の
あ
る
里
山
の
暮
ら
し
と
地
域
の

再
興
」
を
テ
ー
マ
に
東
大
生
、
女
性
三
名
、
男
性
二
名
の
五
名

が
参
加
。
第
一
回
現
地
活
動
を
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
日

の
三
泊
四
日
の
日
程
で
お
こ
な
っ
た
。

現
地
活
動
は
三
回
実
施
し
、
第
二
回
は
十
一
月
中
旬
、
第
三

回
は
来
年
三
月
上
旬
の
予
定
。

最
終
回
の
第
三
回
で
は
地
域
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
提
言
を
魚
津
市
内
で
実
施
す
る
予
定
。

松倉登城道散策

第１回まとめＷＳ

「フィールドスタディ型政策協働プログラム」
県内２ヶ所 魚津市（松倉）・砺波市（雄神）で始まる
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プロジェクト

旧
飛
騨
街
道

飛騨街道100年 細
入
地
域
で
は
、
令
和
４
年
に
富
山
県
の
「
話
し
合
い
促
進
事
業
」
を
活
用
し
て
「
細
入

み
ら
い
会
議
」
を
開
催
し
、
細
入
地
域
の
望
ま
し
い
未
来
像
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

神
通
川
沿
い
の
細
入
地
域
は
、
富
山
藩
時
代
に
は
関
所
が
置
か
れ
、
人
と
物
が
往
来
す
る

交
通
の
要
衝
で
、
古
く
か
ら
飛
騨
、
信
州
、
東
海
地
方
と
の
交
流
が
あ
り
、
銀
山
や
水
力
発

電
で
栄
え
る
活
気
あ
る
地
域
で
し
た
。

そ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
、
持
続
可
能
な
居
住
地
域
の
維
持
を
目

指
し
、
一
〇
〇
年
以
上
前
に
役
割
を
終
え
た
「
歩
く
飛
騨
街
道
」
を
地
域
の
歴
史
的
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
復
活
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
「
細
入
み
ら
い
会
議
」
で
発
案
さ
れ
、
一
〇
〇
年
後
の

未
来
に
伝
え
る
べ
く
「
飛
騨
街
道
一
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
！

「
飛
騨
街
道
一
〇
〇

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
県
の
中
山
間
地

域
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
を
活
用
し
、

旧飛騨街道片掛登り口

飛騨街道100年プロジェクト講座｢安政飛越地震と飛騨街道｣

①
観
光
場
所
や
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
を
記
し
た
観
光
案

内
看
板
の
設
置
、
②
草
木

で
荒
れ
た
旧
飛
騨
街
道
を

整
備
復
元
し
旧
飛
騨
街
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

③
猪
谷
関
所
館
で
講
師
を

迎
え
て
「
安
政
飛
越
地
震

と
飛
騨
街
道
」
講
座
の
開

催
な
ど
を
行
い
、
飛
騨
街

道
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に

多
く
の
方
々
が
参
加
者
さ

れ
ま
し
た
。

細
入
地
域
で
は
、
さ
ら

に
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、

若
い
方
に
住
ん
で
も
ら
え

る
魅
力
あ
る
移
住
定
住
地

域
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
地
域
住

民
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域

づ
く
り
に
努
め
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
す

。

旧飛騨街道庵谷登り口

片掛銀山跡



中山間タイムズ3

富
山
県
の
細
入
、
八
尾
の
中
山

間
地
域
の
人
々
の
日
々
の
「
足
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
高
山
本

線
が
今
年
の
十
月
二
十
五
日(

金)

に
全
線
開
通
九
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。取

材
中
お
会
い
し
た
五
十
代
男

性
は
「
昔
か
ら
通
学
、
通
勤
に
利

用
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
に
歴
史

が
あ
る
と
は
意
識
し
て
い
な
っ
た
。

便
利
な
交
通
手
段
な
の
で
こ
れ
か

ら
も
持
続
発
展
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

下
に
同
線
の
中
山
間
地
域
の
主

要
駅
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
各
駅
を
訪
れ
て
高
山
本
線
が

歩
ん
だ
九
十
年
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

1927年鉄道省（国鉄）飛越線として開業。

1934年に線路名改称により高山本線に編入さ
れる。1977年に駅前に観光看板を設置し、開
業50周年式典を挙行する。1979年に欅製の駅
名標を設置。1987年に国鉄分割民営化により、
JR西日本の駅となる。1993年に駅西口と東口
を結ぶ跨線橋「町道八尾駅東西線」（延長84
メートル）が完成。

1930年に飛越線の駅として開業した富

山県最南端の駅。のちに高山本線全線開
通で同線に編入された。JR西日本の管理
駅となっているが、JR東海との境界駅で
ある。2006年まで神岡鉄道神岡線の乗り
入れ駅であった。（富山市猪谷）
ホームから見える場所に旧神岡鉱業の

アパートがそのまま残っており、往時の
隆盛が偲ばれる。近くにある猪谷関所館
もVR体験ができるなど、一度は行ってみ
たい場所である。

《楡原駅》

1930年に開業。1989年に現駅舎に改築さ

れ、記念行事が行われた。（富山市楡原）
細入村制施行100周年を記念した“ふれあ

い広場”が併設されており、池や様々な種類
の植栽が利用者の目を楽しませてくれる。

《越中八尾駅》

《猪谷駅》

「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」
が
Ｊ
Ｒ

城
端
線
・
氷
見
線
の
経
営
を
引
き
継

ぐ
話
で
は
な
く
て･･

･･
･

開
通
九
十
周
年

ザ

高
山
本
線

・ 祝
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県
庁
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ａ
Ｉ
に
よ
る
と
「
万
屋
」
と
は
文
字
と
お
り
「
万
雑
多
な
品
物
を
扱
う
店
」
、

食
料
品
か
ら
日
用
雑
貨
、
衣
料
品
な
ど
様
々
な
品
揃
え
。
地
域
の
人
々
の
生
活
に
密
着
し
た
売
場
、

「
よ
ろ
ず
や
」
と
い
う
呼
び
名
も
こ
の
万
屋
に
由
来
し
て
い
る
。
家
族
経
営
が
一
般
的
で
、
親
子

二
代
三
代
と
続
く
店
が
多
い
。
昔
は
村
や
町
に
一
軒
は
必
ず
あ
る
存
在
だ
っ
た
。
富
山
県
に
残
っ

て
い
る
「
万
屋
」
の
数
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
統
計
デ
ー
タ
ー
が
な
い･･････

前
置
き
は
こ
こ
ま
で
と
し
て

「
万
屋
」
木
下
酒
店
が
あ
る
魚
津
市
松
倉
・
鹿
熊
地
区
は
旧
国
道
八
号
線
交
差
点
大
光
寺
か
ら
車

で
十
二
、
三
分
、
角
川
（
二
級
河
川
）
の
上
流
に
あ
り
、
魚
津
の
史
跡
「
松
倉
城
跡
」
の
麓
に
あ

る
。
集
落
人
口
約
一
二
〇
人
、
世
帯
数
約
五
〇
の
小
さ
な
集
落
。
移
住
者
、
藍
染
め
屋
・
ａ
ｉ
ｙ

ａ
の
南
部
歩
美
さ
ん
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
。

店
主
は
木
下
理
佳
さ
ん
。
昭
和
二
十
三
年
、
理
佳
さ
ん
の
先
々
代
の
姑
さ
ん
が
開
業
、
理
佳
さ

ん
で
三
代
目
、
創
業
七
十
六
年
。
時
期
は
不
明
だ
が
、
改
築
さ
れ
て
お
り
「
万
屋
」
か
ら
連
想
す

る
一
般
的
な
古
さ
、
古
民
家
の
雰
囲
気
は
お
店
に
は
な
い
。
店
の
大
き
さ
は
約
十
八
坪
（
五
十
八

㎡
）
、
衣
類
・
着
物
の
販
売
の
た
め
の
小
上
り
も
あ
る
。
扱
い
品
目
は
酒
、
た
ば
こ
（
常
連
さ
ん

の
銘
柄
の
み
）
、
調
味
料
、
生
鮮
品
（
野
菜
・
肉
）
、
冷
凍
食
品
、
お
惣
菜
、
お
菓
子
、
パ
ン
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
日
用
雑
貨
、
衣
料
品
（
肌
着
・
靴
下
・
婦
人
服
・
着
物
）
、
切
手
・
は
が
き

な
ど
ま
さ
に
「
万
屋
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
品
揃
え
。
こ
の
ほ
か
に
、
季
節
に
よ
っ
て
は
野
菜

の
苗
も
販
売
す
る
。

お
客
様
は
鹿
熊
集
落
の
人
を
は
じ
め
松
倉
地
域
の
人
、
山
の
工
事
関
係
者
、
松
倉
地
域
各
種
団

体
な
ど
、
中
に
は
毎
日
三
食
、
こ
こ
で
購
う
高
齢
者
の
方
も
い
る
。
社
会
の
情
勢
に
応
じ
て
、
品

揃
え
も
変
わ
っ
て
き
た
。
通
常
扱
い
の
無
い
商
品
も
、
依
頼
が
あ
れ
ば
何
で
も
準
備
す
る
。
神
社

の
お
正
月
飾
り
、
御
鏡
か
ら
仏
事
の
茶
菓
子
、
地
区
イ
ベ
ン
ト
の
直
会
（
な
お
ら
い
）
の
オ
ー
ド

ブ
ル
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
材
料
ま
で
。
断
ら
な
い
の
が
木
下
酒
店
の
信
条
、
こ
れ
ぞ
「
万
屋
」
魂

か
。
開
店
時
間
は
朝
六
時
四
十
五
分
か
ら
大
体
、
夜
八
時
ま
で
。
休
業
日
は
一
月
一
日
の
み
、
お

客
さ
ん
が
来
れ
ば
閉
店
後
で
も
対
応
、
営
業
時
間
は
関
係
な
し
、
ま
さ
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ル
ー
ツ
こ
こ
に
あ
り
か
。

理
佳
さ
ん
が
お
店
を
継
い
だ
の
は
、
実
母
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
た
の
を
契
機
に
店
を
手
伝
う

こ
と
に
、
「
成
行
き
だ
っ
た
か
な
」
と
の
こ
と
。

昔
は
駄
菓
子
屋
さ
ん
も
兼
ね
て
い
た
、
時
代
と
共
に
品
揃
え
も
変
わ
っ
た
が
、
商
い
と
共
に
舅

が
元
村
議
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
地
域
の
困
り
ご
と
相
談
所
だ
っ
た
。
理
佳
さ
ん
は
「
い

ろ
い
ろ
な
人
と
交
わ
る
こ
と
、
つ
な
が
る
こ
と
は
良
い
事
。
頼
ま
れ
た
こ
と
は
断
っ
た
こ
と
は
な

い
。
」
と
高
齢
者
を
主
に
だ
れ
か
れ
な
し
に
、
気
軽
に
な
ん
で
も
相
談
に
の
っ
て
あ
げ
て
い
る
。

今
も
お
店
は
集
落
住
民
に
と
っ
て
唯
一
無
二
、
生
活
全
般
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

子
供
達
は
地
域
外
で
仕
事
に
つ
き
、
今
の
と
こ
ろ
後
継
者
は
い
な
い
。
需
要
、
要
望
が
あ
る
限

り
は
お
店
を
続
け
た
い
と
理
佳
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。
「
万
屋
」
の
消
滅
は
時
間
の
問
題
か
も
し

れ
な
い
が
、
万
屋
持
続
化
補
助
金
、
万
屋
事
業
継
承
支
援
と
か
な
い
も
の
か
と
思
っ
た
。

万
屋 （

魚
津
市
）

（
魚
津
市
松
倉
・
鹿
熊
集
落
）

「
木
下
酒
店
」

（
よ
ろ
ず
や
）

東
大
Ｆ
Ｓ
で
見
つ
け
た
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